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( 1 ) 岩 手 教 区 報令和 7年（2025 年）4月 1日 ( 4 )

１
日　

主
事
会
（
11
時
）

 

〃 

　

役
員
会
議
（
13
時
）

12
日　

青
年
会
例
会
（
19
時
）

 

〃 

　

学
生
担
当
委
員
会
例
会　

 

（
20
時
）

26
日　

女
子
青
年
例
会
（
10
時
）

29
日　

全
教
一
斉
ひ
の
き
し
ん
デ
ー

30
日 

 

婦
人
会
例
会
（
10
時
）

【
４
月
分
】

行 

事 

予 

定

鈴 

木 

眞 
彦

岩
手
教
区
長　
　

　
　
　
　
　

一
手
一
つ
に
仕
上
げ
の
年
を

　

こ
の
度
の
大
船
渡
山
林
火
災
で
被
害
に
遭
わ
れ
ま
し
た

方
々
に
、
心
よ
り
お
見
舞
い
申
し
上
げ
ま
す
と
共
に
、
一
日
も

早
く
心
安
ら
ぐ
生
活
に
戻
れ
ま
す
よ
う
祈
念
い
た
し
ま
す
。

　

こ
の
山
林
火
災
に
対
し
て
、
教
区
と
し
て
本
部
に
連
絡
し

た
上
で
、
災
害
対
策
委
員
会
を
立
ち
上
げ
ま
し
た
。
そ
し
て
災

救
隊
を
中
心
と
し
て
岩
手
教
区
で
何
か
で
き
る
こ
と
は
な
い

か
と
模
索
し
て
い
る
中
、
愛
与
布
教
所
の
渡
部
所
長
を
通
し

て
、
大
船
渡
市
社
会
福
祉
協
議
会
よ
り
支
援
物
資
仕
分
け
作
業

の
依
頼
が
あ
り
ま
し
た
。
一
日
２
、
３
人
の
割
り
当
て
で
す
が
、

団
体
と
し
て
要
請
が
あ
る
の
は
、
私
た
ち
「
天
理
教
」
だ
け
で

あ
り
ま
す
。
そ
れ
だ
け
認
知
度
が
高
く
、
信
頼
さ
れ
て
い
る
と

受
け
止
め
て
い
い
と
思
い
ま
す
。
こ
れ
は
、
道
の
先
輩
方
が
こ

れ
ま
で
積
み
上
げ
て
き
た
実
績
に
対
す
る
、
大
い
な
る
評
価
と

い
っ
て
い
い
で
し
ょ
う
。
な
お
、
物
資
仕
分
け
作
業
は
、
３
月

５
日
よ
り
14
日
ま
で
つ
と
め
さ
せ
て
い
た
だ
き
、
そ
の
後
も
要

請
に
応
じ
て
の
作
業
に
当
っ
て
い
ま
す
。

　

さ
て
、
さ
る
３
月
26
日
に
真
柱
様
よ
り
教
区
長
の
辞
令
を
頂

戴
し
、
引
き
続
き
三
年
間
勤
め
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
と
な
り

ま
し
た
。
本
部
の
思
い
に
添
っ
て
、
岩
手
教
区
管
内
の
教
友
が

心
一
つ
に
、
勇
ん
だ
教
区
活
動
を
つ
と
め
て
参
り
た
い
と
存
じ

ま
す
。

　

真
柱
様
は
、
昨
年
12
月
の
月
次
祭
祭
典
後
、
会
議
所
に
お
い

て
、
年
祭
ま
で
の
１
年
余
り
を
布
教
の
家
に
例
え
ら
れ
、
１
年

の
間
に
起
承
転
結
が
あ
る
こ
と
を
思
え
ば
、
１
年
と
い
う
の
は

色
々
な
こ
と
が
出
来
る
、
来
年
も
年
祭
の
動
き
が
盛
り
上
が
る

よ
う
心
が
け
て
い
た
だ
き
た
い
、と
お
話
し
下
さ
い
ま
し
た
。
私

た
ち
は
こ
の
お
言
葉
に
し
っ
か
り
と
心
を
合
わ
せ
て
、
お
応
え

さ
せ
て
い
た
だ
か
ね
ば
な
ら
な
い
と
思
い
ま
す
。

　

年
祭
活
動
３
年
目
の
年
に
、
お
ぢ
ば
が
え
り
の
推
進
が
提
唱

さ
れ
て
お
り
ま
す
が
、
当
教
区
の
取
り
組
み
と
し
て
５
月
24
日

か
ら
27
日
の
日
程
で
「
岩
手
教
区
お
ぢ
ば
が
え
り
」
団
参
を
実

施
し
ま
す
。
２
年
ぶ
り
の
教
区
団
参
と
な
り
ま
す
の
で
、
大
勢

の
教
友
と
共
に
勇
躍
お
ぢ
ば
へ
帰
り
集
い
、
親
神
様
、
教
祖
に

お
喜
び
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

今
年
は
、
教
祖
百
四
十
年
祭
活
動
仕
上
げ
の
年
で
あ
り
ま
す
。

岩
手
教
区
と
致
し
ま
し
て
も
、
管
内
の
教
友
と
一
手
一
つ
に
年

祭
活
動
を
勇
ん
で
邁
進
さ
せ
て
い
た
だ
き
た
い
と
存
じ
ま
す
。

大
船
渡
山
林
火
災
後
の
支
援
の
実
動
に
つ
き
ま
し
て
は
、
被
災

さ
れ
た
方
々
に
親
身
に
寄
り
添
い
、
一
日
も
早
く
心
落
ち
着
く

生
活
に
戻
れ
る
よ
う
、
精
一
杯
つ
と
め
た
い
と
思
い
ま
す
。
何

卒
、
皆
様
方
の
変
わ
ら
ぬ
お
力
添
え
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し

上
げ
ま
す
。

　

２
０
２
２
年
の
ノ
ー
ベ
ル
物
理
学
賞
は
「
量

子
も
つ
れ
」
の
研
究
に
対
し
て
授
与
さ
れ
ま
し

た
。
も
つ
れ
と
い
う
と
、
す
ぐ
に
思
い
浮
か
ぶ

の
は
「
痴
情
の
も
つ
れ
」
や
「
も
つ
れ
た
関
係
」

な
ど
。
あ
ま
り
良
い
イ
メ
ー
ジ
は
あ
り
ま
せ
ん
。

量
子
の
世
界
の
も
つ
れ
と
は
ど
の
よ
う
な
こ
と

な
の
で
し
ょ
う
か
？　

そ
れ
は
、
極
微
の
世
界

で
相
互
作
用
を
し
て
い
た
二
つ
の
光
や
粒
子
が

別
々
の
方
向
に
飛
び
去
っ
て
し
ま
う
場
合
、
こ

の
二
つ
が
お
互
い
に
離
れ
た
後
で
片
方
の
状
態

を
測
定
す
る
と
も
う
一
方
の
状
態
が
判
る
と
い

う
話
で
す
。

　

私
は
こ
の
量
子
も
つ
れ
は
天
理
教
の
教
え
で

あ
る
「
い
ん
ね
ん
」
に
近
い
概
念
で
あ
り
、
い

ん
ね
ん
を
理
解
す
る
手
掛
か
り
に
な
る
と
考
え

て
い
ま
す
。
天
理
教
で
は
、
親
子
や
夫
婦
や
友

人
な
ど
、
私
た
ち
の
周
り
の
形
成
さ
れ
る
関
係

は
、
前
生
か
ら
の
深
い
い
ん
ね
ん
で
結
ば
れ
て

い
る
自
ら
を
映
す
鏡
で
あ
り
、
過
去
か
ら
現
在

を
経
て
未
来
へ
の
礎
と
な
る
も
の
で
あ
る
と
教

え
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

お
ふ
で
さ
き
に
、

せ
ん
し
よ
の
い
ん
ね
ん
よ
せ
て
し
う
ご
ふ
す
る　

こ
れ
ハ
ま
つ
だ
い
し
か
と
を
さ
ま
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
一
ー
74
）

　

量
子
も
つ
れ
を
一
組
の
ご
夫
婦
チ
ナ
ミ
さ
ん

と
エ
ニ
シ
さ
ん
の
話
に
例
え
て
説
明
し
た
い
と

思
い
ま
す
。
あ
る
日
、
二
人
は
「
今
日
の
昼
食
は

ラ
ー
メ
ン
に
し
よ
う
」
と
言
っ
て
、
そ
れ
ぞ
れ

の
仕
事
に
出
か
け
ま
し
た
。
と
こ
ろ
が
、
エ
ニ

シ
さ
ん
は
お
昼
に
ラ
ー
メ
ン
で
は
な
く
ソ
バ
を

食
べ
た
そ
う
で
す
。
自
宅
に
帰
っ
て
昼
食
の
話

を
し
た
と
こ
ろ
、
チ
ナ
ミ
さ
ん
の
お
昼
も
ラ
ー

メ
ン
で
は
な
く
ソ
バ
だ
っ
た
そ
う
で
す
。
ま
た
、

あ
る
日
、
チ
ナ
ミ
さ
ん
は
お
昼
に
カ
レ
ー
ラ
イ

ス
を
食
べ
ま
し
た
。
そ
し
て
家
に
帰
っ
た
ら
、
エ

ニ
シ
さ
ん
は
夕
食
に
カ
レ
ー
ラ
イ
ス
を
用
意
し

て
い
ま
し
た
。
こ
の
よ
う
な
不
思
議
に
遭
遇
す

る
と
、「
テ
レ
パ
シ
ー
が
働
い
た
」
と
か
「
私
た

ち
気
が
合
う
ね
」
と
言
い
ま
す
。
極
微
の
世
界

で
は
、
偶
然
で
は
説
明
で
き
な
い
頻
度
で
こ
の

よ
う
な
こ
と
が
起
き
て
い
る
の
で
す
。

　

量
子
も
つ
れ
は
、
離
れ
た
後
で
通
信
し
あ
う

こ
と
で
お
互
い
の
情
報
を
共
有
す
る
の
で
は
な

く
、
モ
ノ
と
モ
ノ
の
間
の
強
い
関
係
（
相
関
と
も

言
い
ま
す
）
に
よ
っ
て
引
き
起
こ
さ
れ
る
現
象

で
す
。
そ
の
原
理
は
量
子
テ
レ
ポ
ー
テ
ー
シ
ョ

「
い
ん
ね
ん
と
量
子
も
つ
れ
」

ン
と
呼
ば
れ
る
新
し
い
通
信
方
法
や
量
子
コ
ン

ピ
ュ
ー
タ
の
基
礎
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

い
ん
ね
ん
は
漢
字
で
因
縁
と
書
き
ま
す
。

「
因
」
は
デ
キ
ゴ
ト
の
原
因
で
種
、
「
縁
」
は
そ

れ
を
発
展
さ
せ
る
場
で
苗
代
。
人
や
モ
ノ
は
相

互
作
用
す
れ
ば
も
つ
れ
た
関
係
と
な
る
。
そ
れ

も
ま
た
い
ん
ね
ん
。
も
つ
れ
や
い
ん
ね
ん
に
あ

ふ
れ
る
こ
の
世
界
の
あ
り
よ
う
に
不
思
議
を
感

じ
ま
せ
ん
か
。

ノ
イ
エ
ヴ
ェ
ル
ト
布
教
所
長
・
物
理
学
者

　
　
吉 

澤 

正 

人

信
仰
随
想

遊
山

ゆ
　　　   

さ
　ん

 

　
　

 

岩
手
教
区
お
ぢ
ば
が
え
り 

　

期
間　

５
月
24
日
～
27
日
（
３
泊
４
日
）

　

団
費　

３
９
０
０
０
円
（
家
族
割
あ
り
）

　

宿
泊　

第
38
母
屋 

　

人
員　

70
人

　

※
詳
細
は
募
集
チ
ラ
シ
を
ご
覧
頂
く
だ
さ
い
。



岩 手 教 区 報 令和 7年（2025 年）4月 1日( 3 ) 岩 手 教 区 報令和 7年（2025 年）4月 1日 ( 2 )

　

３
月
１
日
10
時
よ

り
教
務
支
庁
を
会
場

に
「
献
血
推
進
研
修

会
」
が
開
催
さ
れ
、
19

人
が
受
講
し
た
。

　

講
師
に
岩
手
県
赤

十
字
血
液
セ
ン
タ
ー

事
業
副
部
長
西
海
枝

武
志
氏
を
迎
え
、
献

血
や
血
液
に
つ
い
て
、

歴
史
的
背
景
や
目
的

な
ど
わ
か
り
や
す
く
説
明
し
て
頂
い
た
。
そ
の

後
参
加
者
か
ら
素
朴
な
質
問
や
様
々
な
意
見
が

出
さ
れ
た
。

　

近
年
、
献
血
は
医
療
機
関
か
ら
の
要
望
で
400

㎖
献
血
を
基
本
と
し
て
い
る
。
こ
れ
が
若
年
層

の
献
血
者
減
少
の
一
つ
の
要
因
に
な
っ
て
い
る
。

若
年
層
は
も
と
よ
り
、
家
族
、
近
所
な
ど
自
分

た
ち
の
ま
わ
り
に
声
が
け
を
す
る
重
要
性
を
改

め
て
感
じ
た
。

　

８
月
31
日
に
は
、
教
務
支
庁
に
お
い
て
「
献
血

ひ
の
き
し
ん
」
を
実
施
し
ま
す
。
多
く
の
方
々

の
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

教
区
青
年
会
は
、
去

る
３
月
９
日
（
日
）、三

陸
支
部
の
大
槌
町
吉

里
吉
里
海
岸
海
水
浴

場
に
於
い
て
、「
青
年

会
ひ
の
き
し
ん
デ
ー

～
あ
の
日
を
忘
れ
な

い
」
を
実
施
し
、
会
員

ら
７
人
が
参
加
し
た
。

　

親
神
様
、
教
祖
、
祖
霊
様
を
遥
拝
後
、
10
時
か

ら
砂
浜
の
ゴ
ミ
を
拾
い
開
始
し
11
時
に
終
了
し

た
。
そ
の
後
町
内
の
飲
食
店
に
て
昼
食
を
取
り
、

解
散
と
な
っ
た
。

　

ま
た
、
同
日
９
時
か
ら
15
時
に
か
け
て
、
大
船

渡
市
民
体
育
館
に
お
い
て
、
大
船
渡
山
林
火
災

の
支
援
物
資
仕
分
け
作
業
に
会
員
３
人
が
参
加

し
た
。
今
後
は
、

大
船
渡
山
林
火

災
の
被
災
地
域

も
含
め
、
よ
り

一
層
心
を
寄
せ

て
い
き
た
い
と

思
う
。

　

２
月
26
日
午
後

１

時

頃
、

大

船

渡
市
赤
崎
町
合
足

地
区
で
発
生
し
た

大
規
模
山
林
火
災

は
、
焼
失
面
積
約

２
９
０
０
㌶
、
建

物

被

害

２

１

０

棟
、
１
８
９
６
世
帯

４
５
９
６
人
を
対

象
に
避
難
指
示
が

発
令
さ
れ
る
な
ど
、
平
成
以
降
国
内
最
大
の
林

野
火
災
と
な
っ
た
。

　

当
教
区
の
対
応
と
し
て
、
火
災
発
生
翌
日
の

27
日
、
表
統
領
室
か
ら
被
害
状
況
の
確
認
の
指

示
が
あ
り
、
鈴
木
眞
彦
教
区
長
が
全
支
部
長
に

各
支
部
の
被
害
状
況
の
把
握
を
指
揮
（
建
物
被

害
無
し
、
若
干
名
の
避
難
者
あ
り
）
。
同
日
、
教

区
主
事
が
現
地
を
視
察
。
翌
28
日
、
災
害
対
策

教
区
委
員
会
が
開
か
れ
、
今
後
の
対
応
が
協
議

さ
れ
た
。

　

３
月
１
日
、
災
救
隊
千
葉
道
雄
隊
長
と
高
橋

邦
之
副
隊
長
が
岩
手
県
社
会
福
祉
協
議
会
を
訪

問
し
、
出
動
の
意
思
を
伝
え
た
。
３
日
に
は
、

大
船
渡
社
会
福
祉
協
議
会
か
ら
渡
部
敏
次
愛
与

布
教
所
長
に
物
資
仕
分
け
の
作
業
依
頼
が
あ
り
、

直
ち
に
そ
の
話
が
教
区
に
届
け
ら
れ
、
災
救
隊

の
出
動
（
各
日
２
又
は
３
人
）
が
決
定
と
な
っ

た
。
翌
４
日
、
千
葉
隊
長
、
高
橋
副
隊
長
が
大

船
渡
社
協
に
出
向
き
、
活
動
の
詳
細
が
話
し
合

わ
れ
た
。

　

今
回
の
出
動
は
３
月
５
日
か
ら
14
日
の
日
程

（
10
日
間
）
で
、
災
救
隊
員
、
支
部
有
志
な
ど
延

べ
23
人
が
実
動
し
た
。
主
な
作
業
場
所
は
、
大
船

渡
社
協
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
、
大
船
渡
市

民
体
育
館
、
三
陸
公
民
館
、
猪
川
小
学
校
、
大

船
渡
小
学
校
、
他
。
作
業
内
容
は
、
物
資
の
仕

分
け
、
運
搬
、
配
布
、
避
難
所
物
品
の
運
搬
な

ど
で
あ
っ
た
。

　

な
お
、
参
加
者
名
は
次
の
通
り
。

　

５
日　

千
葉
道
雄
、
高
橋
邦
之

　

６
日　

藤
田
勇
夫
、
高
橋
邦
和

　

７
日　

千
葉
道
雄
、
吉
田
眞
一
、
高
橋
邦
之

　

８
日　

堀
口
教
之
、
相
澤
元

　

９
日　

羽
澤
徹
、
権
谷
福
朗
、
村
松
義
朗

　

10
日　

桐
山
太
司
、
桐
山
奈
緒
子

　

11
日　

関
田
元
之
理
、
藤
田
勇
夫

　

12
日　

権
谷
正
一
、
権
谷
あ
け
み

　

13
日　

千
葉
道
雄
、
吉
田
眞
一

　

14
日　

工
藤
裕
樹
、
田
嶋
正
彦
、
佐
々
木
良
治

※
第
２
報
は
次
号
に
掲
載
予
定
。

　

「
献
血
推
進
研
修
会
」
報
告

　

大
船
渡
山
林
火
災
に
お
け
る

　
　
　
　
　

対
応
に
つ
い
て
（
第
１
報
）

　

「
３
・
11
ひ
の
き
し
ん
デ
ー
」
報
告

献
血
推
進
委
員
会

立
教
188
年
全
教
一
斉
ひ
の
き
し
ん
デ
ー

第
２
回
「
全
教
会
お
ぢ
ば
が
え
り
」　

青

年

会

立
教
188
年
「
全
教
一
斉
ひ
の
き
し
ん
デ
ー
」

〜
成
人
の
旬　

一
手
一
つ
に
ひ
の
き
し
ん
〜

　

教
祖
140
年
祭
に
向
か
う
年
祭
活
動
の
３
年
目

に
、
全
国
各
地
で
よ
り
多
く
の
よ
う
ぼ
く
・
信

者
が
寄
り
集
い
、
ひ
の
き
し
ん
に
真
実
の
汗
を

流
し
て
、
ご
存
命
の
教
祖
に
お
喜
び
い
た
だ
き

ま
し
ょ
う
。

 
 
 

　

 
 

ー　

会 

場 

一 

覧　

ー

【
九
戸
支
部
】

　

４
月
29
日
８
時
半　

洋
野
町
立
中
野
中
学
校

　
　

 

〃 

　

９
時　
　

川
尻
海
岸

　
　

 

〃 

　

９
時
半　

洋
野
町
立
大
野
小
学
校

【
二
戸
支
部
】

　

４
月
29
日
６
時　
　

浄
法
寺
診
療
所

　
　

 

〃 

　

９
時　
　

田
代
平
道
路

　
　

 

〃 

　

９
時　
　

北
福
岡
分
教
会

　
　

 

〃 

　

11
時　
　

金
田
一
分
教
会
付
近

【
盛
岡
支
部
】

　

４
月
27
日
10
時
半　

田
山
分
教
会
前
農
道

　

４
月
29
日
９
時　
　

沼
宮
内
分
教
会

　
　

 

〃 

　

９
時
半　

盛
岡
城
跡
公
園

　

５
月
３
日
10
時　
　

岩
盛
分
教
会

　

５
月
４
日
６
時
半　

盛
岡
市
大
通
り
周
辺

　
　

 

〃 

　

９
時
半　

岩
手
教
務
支
庁

　

５
月
16
日
９
時
半　

も
り
お
か
こ
ど
も
病
院

　

５
月
18
日
９
時　
　

老
人
ホ
ー
ム
あ
ん
ず
の
里

【
三
陸
支
部
】

　

４
月
29
日
９
時
半　

国
立
公
園
浄
土
ヶ
浜

　
　

 

〃 

　

９
時
半　

釜
石
市
八
雲
公
園　

 

　
　

 

〃 

　

９
時
半　

山
田
町
荒
神
海
水
浴
場

【
花
巻
支
部
】

　

４
月
29
日
７
時　
　

城
山
公
園

　
　

 

〃 

　

９
時　
　

花
巻
小
学
校

　
　

 

〃 

　

９
時
半　

北
上
市
第
１
分
団
第
１
部

　
　

 

〃 

　

10
時　
　

遠
野
市
鍋
倉
公
園

　

５
月
31
日
８
時　
　

城
山
公
園

【
奥
州
支
部
】

　

４
月
29
日
８
時
半　

国
保
金
ケ
崎
診
療
所

　
　

 

〃 
　

８
時
半　

Ｊ
Ｒ
陸
中
折
居
駅

　
　

 

〃 

　

10
時　
　

江
刺
総
合

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

【
県
南
支
部
】　
　
　
　

　

４
月
29
日
10
時　
　

愛
与
布
教
所
周
辺

　
　

 

〃　

 

10
時　
　

吉
野
森
公
園

　
　

 

〃 

　

10
時　
　

陸
前
高
田
大
野
海
岸

　
　

 

〃 

　

10
時　
　

桜
保
育
園

　
　

 

〃　

 

10
時　
　

特
老
ホ
ー
ム
ひ
な
た
苑

災　

救　

隊


